
信濃町の埋蔵文イヒ財

地 硝 ル夢 (4彩 マ,ほか信濃町内遺跡

発掘調査報告書

―― 押型文土器と平安時代の遺跡――

1997

信濃田丁教 育委員会



ダ    信濃町の埋蔵文イヒ財

ゝ

‐
、
　

／
ノ

大道下遺跡 (4月 ′ま席濃嚇勘

発塀調査報告書

―― 押型文土器 と平安時代の遺跡――

1997

信濃田丁教育委員会



例

目   次

例言

I 調査の経過……………………・…・……………・1

1.8年度信濃町発掘調査の概要………・…・…。1

2.調査体制…………………………………………………………1

H 大道下遺跡………・……・………………………・3

1.発掘の概要 と経過…………・……・…………・3

2.発掘地の地形と地質……………………・……3

3.遺構 。遺物の出土状況………………・…・…・3

4.縄文時代の土器集中区………………・…・…・22

1)遺物の分布………・…………………・…・…22

2)縄文土器……・……………………・…・……22

3)石器………・…・……………………………・32

5。 平安時代の住居址……………・……・…・…・…38

1)遺構………………………………………………………………38

2)平安時代の遺物………………………・……38

6.弥生時代、その他の遺物……………………・47

7。 大道下遺跡第 4次調査の成果………………47

Ⅲ 日向林 B遺跡……・…………………・…………・49

1。 発掘の概要 と経過……………………・…・…・49

2.発掘地の地形・地質 と遺物の出土状況……49

3.出 土遺物………・…………・…………………・49

4.成果……………………………………………49

Ⅳ 町内における試掘調査…………・…・……・……・52

1.杉久保遺跡……………………………………・52

2.上 ノ原遺跡 (駐在所予定地)………………・52

3.上 ノ原遺跡 (町道予定地)…………………。52

V まとめ……………………………………………54

引用・参考文献……・…・……………………………・54

図版……………………………………………………55

Ⅵ 東裏遺跡 (バスス トップ地点)………………・75

1.調査に至る経緯・…・…………・……・…・……・75

2.調査 日誌抄…・…・……………………………・75

3.調査の方法……………………………………75

4.発掘地の地形 と層序…………………………76

5。 遺物の出土状況………………………………76

6.出土遺物…・…・………………………………・76

7. まとめ・……………………………・・……………………………・80

ⅥI 東裏遺跡 (個 人住宅地`点 )……………………・81

1.調査に至る経緯…………………・…・………・81

2.調査 日誌抄……・…・…………………………・81

3.調査の方法……………………………………81

4。 発掘地の地形 と層序…………………………81

5。 遺構 と遺物の出土状況………………………・82

6.出土遺物・…・…・………・……・………………・82

7。 まとめ…………………………………………87

図版……………………………………………………88

報告書抄録……・……・………………………………・89

1.本書は平成 8年度の大道下遺跡、 日向林 B遺跡など信濃町内における遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、国および県から補助金交付を受けた信濃町教育委員会が、平成 8年 4月 15日 から平成 9年 3月 19日

にかけて実施 した。整理作業は主に12月 ～ 3月 におこなった。

3。 本書は調査によって確認された遺物 とその出土状況を中心に、基礎資料を提示することに重点をおいた。

4。 本書作成に至る分担は、下記のとお りである。

大道下 。日向林 B。 杉久保 。上 ノ原 (駐在所予定地)。 上ノ原 (町道予定地 )

遺物・記録の整理   高橋哲 。今井美枝子・万場弘子・長谷川悦子・横山真理子

石器実測・土器拓本  佐藤ユ ミ子・菅谷澄子・中村由克

図版作成・編集補助  佐藤ユ ミ子

編集執筆 中村由克

東裏 (バスス トップ地点)。 東裏 (個 人住宅地点)

遺物整理・遺物実測  佐藤道子・菅谷澄子・竹川弘子・玉井真生・藤田桂子 。村田達哉

図版作成・編集補助  藤田桂子

編集執筆       渡辺哲也

5。 調査によって得 られた諸資料は、野尻湖ナウマンゾウ博物館で保管 している。出土資料の注記番号は、次の

とお りである。

大道下遺跡          960M― C 日向林 B遺跡       96H B
東裏遺跡 (バスス トップ地′貞)96H U   東裏遺跡 (個 人住宅地点) 96H U北



I 調査 の経過

1.8年度信濃町発掘調査の概要

平成 8年度、信濃町教育委員会では、高速道関連の

公共事業や民間事業が相次いだため、埋蔵文化財の発

掘調査が多く実施された。本年度は、 4月 当初 より2

班体制で、 4月 から12月 まで現場調査が実施され、引

き続き3月 まで整理作業をおこなった。今年度におこ

なった主な発掘調査は、表 1の とおりである。

この内、個人住宅建設にともなう発掘調査である日

向林 B遺跡 。杉久保遺跡 。東裏遺跡と、開発事業の試

掘調査である大道下遺跡 。上ノ原遺跡 。東裏遺跡の調

査には、国および県からの補助金交付を受けた。

2.調査体制

大道下遺跡等の発掘調査は、信濃町教育委員会の直

営事業 として実施 し、組織は以下のとお りである。

調査主体者  信濃町教育委員会

教育長 片山 幹威 (10月 以前)

小林 一盛 (10月 以降)

事 務 局  総務教育課 課長 北村 敦博

係長 松本 武夫

担当 高橋  哲

〈大道下 。日向林 B・ 杉久保 。上 ノ原〉

調査担当者  中村 由克

担 当 職 員  高橋  哲

調査参加者  池田か己子、石田 和子、大久保孝子、

荻原 敬蔵、小 日向キヨ子、片山 トヨ、金子シズイ、

金子 房江、黒田 敏夫、木下 浩一、木下 絹栄、

木村キ ミ子、小板橋みつ江、小林 初子、小林 昌子、

小林 正義、駒村 幸男、酒井 千代、佐藤 清子、

佐藤 善一、佐藤ユキ子、佐藤 儀信、佐藤 幸人、

渋沢ユキ子、高橋 是清、高野 孝司、竹内  功、

竹内 智美、竹内 良子、竹内 晴江、竹内 百枝、

表 1 平成 8年度における信濃町教育委員会の発掘調査一覧

遺跡名 原  因 遺跡の時代 面 積 調査期間 出土遺物点数 主 な 出 土 品
1 上 ノ原 県道信濃信州

新線

旧石器・縄文 約3,400m= 4/19～

12/10
8.974点 旧石器時代約 2.5万年前のナ イフ形石 器 と

約 1.5万年前の石器群が大量に出土。

2 大久保南 県道信濃信州
新線

1日 えヨ暑: 約 500m= 5/11～

7/15

82点 細石器文化約 1.3万 年前の石核接合 資料 を

発見。

3 大道下 埋立て用地試

堀

縄文・平安 10,061m・ 4/11～ 10,322点 縄文時代早期約 8千年前の土器、平安時代
住居址4軒。土師器出土。

4 西岡 B 移動電話アン

テナ
旧石 器 516m= 7/11～ 占

い 黒色帯 (約 29-2.7万 年前)の 石器 (剥

片、石核、磨石)出土。
5 貰ノ木 帝国石油パル

プ基地

旧石器 約3,400m: 12/4,5 試堀をおこない、遺跡の範囲外であること
を確認。

6 七ツ栗 町道普光田線 |ロ アF 暑
=文・平安

縄 約 400nll 9/17～

10/23

604.点 旧石器時代のナイフ形石器、礫群、縄文時
代の集石が出土。

7 杉久保 個人住宅 1日 7F暑 :

文・平安

縄 約 340m= 9/21～ 試堀をおこない、遺物は確認できなかっ
た。

8 日向林 B 個人住宅 縄文・平安 103m= 10/16～

10/25

77点 縄文時代前期の土器、石器、平安時代の土
器出±。

9 上 ノ原 町道大平大久

保線

旧石 器 1,100ml

(試掘 )

11/27～

11/29

占
い 試堀 をおこない、剥片が出土。遺跡の範囲

内であることを確認。

上 ノ原 駐在所建設用

地

旧石器 621m=

(試掘)

11/26,27 試堀をおこない、遺物は確認できなかっ
た。

1lIサな11 広域農道 弥生 約 1,000ml 4/18～ 3,672点 弥生時代 中期の竪穴住居址が1軒みつか る。

吹野原A 広域農道 1日 石器・縄文

(早 )

約 700m= 9/11～

11/29

1.407点 旧石器時代の3時期の遺物が出土。

東裏 町道役場大久

保線

旧 石 器 ・ 縄

文・平安

約 1,000m8 5/28～

10/29
約 1,300′ 貞 平安時代の遺物多数出土。灰釉陶器の広口

瓶など。
東裏 町道バスストップ線

パスストップ駐車場

1日 石 器 ・ 縄

文・中近世

約 1.500m3 7/25～

10/29
約60点 旧石器、縄文時代 の剥 片1点。ほか陶磁器

片など

東裏 個人住宅 近 世 約150m= 7/23～ 194点 江戸時代後期の鍛冶屋に関する資料。 (3、

いごの羽口など)

上 ノ原 高速道路舗装
プラント

1日 Zi暑
=

470mt 9/25～ 占
い

旧石器の遺物出土が予想されたが出土しな
かった。

菅川A 下水道浄化セ
ンター

縄文 (中 ) 1,102m=

(試掘)

占
い 貝塚があることが予想 されたが出土 しなか

った。

西岡A 水生植物園 旧石 器 約 15,000r

(試掘 )

11/18～

11/28

占
¨

旧石器の遺物出土が予想されたが出土しな
かった。



竹内ゆき子、

中村フサ子、

藤原伊久栄、

宮り||あ さ子、

佐藤ユ ミ子、

く東裏遺跡〉

調査担当者

調査参加者

小 日向キヨ、

関塚  恒、

中村 正枝、

森  浩美、

中村 昭子、

東   貢、

松岡さとみ、

山田 啓子、

長谷川悦子、

渡辺 哲也

荒井 時子、

加納ゆづ る、

滝野 一男、

中村 リウ子、

若月ケサノ、

中村 貞子、

平塚 節子、

松木 由美、

吉川 栄子、

横山真理子、

池田 長昭、

北村 栄子、

玉井 真生、

藤田 桂子、

若月 知子ミ

中村 浪江、

深沢 政雄、

松沢 友二、

今井美枝子、

万場 弘美

石田 尋子、

小林 ヨシエ、

外谷 朝生、

村田 達哉、

若月 二雄

なお、調査期間中および報告書作成にあたって、次

の事項について、以下の方々にご指導 。ご援助をいた

だいた。ここにご芳名を記 し、感謝の意を表する次第

である (敬称略 )。

調  査 :長野県教育委員会文化財保護課、市村勝己、

縄文土器 :小笠原永隆 (千葉県文化財センター )

綿田 弘実 (長野県埋文センター )

中沢 道彦 (長野県教育委員会 )

贄田  明 (長野県埋文センター )

近藤 尚義 (  同上     )

図 1 野尻湖周辺における平成 8年度

(1996)発 掘の遺跡

旧石器時代の遺跡 :

1立が鼻 2琵琶島 3樅 ケ崎 4杉久

保  5り ‖久保 6小丸山 7向新田 8
清明台 9仲町 10神山北 11海端 12

狐久保 13砂 間 14神 山A 15神 山 C
16照 月台 17貫 ノ木 18西 岡A 19西 岡

B 20瑞 穂 A 21大 久保南 22上 ノ原

23緑 ヶ丘 24小丸山公園 25東裏 26伊

勢見山 27裏の山 28大平 B 29大平A
30日 向林 B 31七 ッ栗 32柳原 33陣場

34清水東 35吹野原A 36吹野原B 37
丸谷地 38大道下 39星光山荘 B

1996年 の発掘 :

A杉久保 B仲 町 (調 査団)C立 が鼻

(調査団)D貫 ノ木 E西岡A F西 岡

B G上 ノ原 (町道)H上 ノ原 I大久

保南 」東裏 (バスス トップ地′点予定地)

K上ノ原 (県道)L東 裏 (町道)M上 ノ

原 (駐在所予定地)N束 裏 (個 人住宅)

O七 ッ栗 P日 向林 B(個人住宅)Q吹
ノ原A R山 根 S大道下



Ⅱ 大道下遺跡

1.発掘の概要と経過

大道下遺跡は信濃町の富士里地区の大字穂波の北部

に所在する。国道18号線にそった斜面から谷地にわた

る場所であり、隣接 して平成元年度に町道落合公園線

の新設、平成 2年度に東側の上越商会 コンクリー トエ

場の新設、平成 3年度に畑地の埋立て事業などで発掘

調査がおこなわれている。

この遺跡は、国道西側の湧水地を中心にそのまわり

の丘陵地にひろがるおもに縄文時代早期 と平安時代の

遺跡であり、一部には旧石器時代のブロックも確認さ

れている。

平成 8年 3月 、遺跡に隣接 した湧水地から流れ出る

谷地の部分に国道バイパスエ事にともなう残土を使っ

て、埋立てをおこなう計画があることを町建設課から

連絡があった。埋め立て予定地が谷底からかなり急な

斜面であったので、遺跡に隣接するが、地形からは遺

跡に含まれるかどうか不明であったので、試掘調査を

おこなうこととなった。

調査は 4月 11日 に着手 して 7月 31日 までおこなわれ

た。

2.発掘地の地形と地質

発掘地は南北にはじる国道18号線のす ぐ西側にのぞ

む谷地であり、682mか ら698mま での約16mの標高差

がある。この南端にはガヽさな池があり、そこから北西

方向に小川が流れ出ている。遺物が出土 したのは、お

もに国道直下の斜面と小川にそった低地部である。

鍋山からつづ くこの付近のやや起伏のある丘陵状の

山地は、鮮新世～更新世前期の堆積岩からなる基盤の

上に、信濃町ローム層以上のローム層が厚 く堆積 して

いる。

発掘地の斜面部では柏原黒色火山灰層が風成で、谷

の低部では、粘性を帯びた層相を示す。

3.遺構・遺物の出土状況

大道下遺跡第 4次調査では、10,061m3の 埋め立て予

定地の中から10,322点 の遺物が出土 した。これらは縄

文時代 と平安時代のものであり、一部に弥生時代 と近

世の遺物 も含まれていた。

縄文時代の遺物は、谷底のC区 とB区の谷側に包含

されていた。いづれも土器・石器のみが散布する状態

であったが、とくにC区 では遺物が集中していた。

平安時代の遺物は、国道直下の斜面上部にあたると

ころに、 1号・ 2号・ 3号の 3軒の住居 l■、さらにC

区に 4号住居址があり、遺物はその付近に集中してい

た。さらに、斜面のB区には土器が多く散布 していた。

表 2 大道下遺跡 (第 4次 )の 出土遺物点数
占
¨

A区 B区 C区 D区 その他 計

rll文 土器 2,187 2,405

土器 (平安 ) 1,543 3,2H 1,201 7,262

石 器

礫

近世陶磁器など 1

計 1,584 3,551 3,458 1,389 10,322
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図 5 大道下遺跡 (第 4次)B区の地形
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図 6 大道下遺跡 (第 4次)C区の地形

6



≧
_

B8

―

B9

「

B16 / 
『

 B17 B19: ▲

|

B24 B25 。 B26 B27 … B28    
亀

B29   ・

一一―L

B34 B35

一

　

Ｂ ３ ６

・土器

・ 石器
▲レキ

o                   10m

図 7 大道下遺跡 (第 4次)B区 の縄文時代遺物の分布
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図 9 大道下遺跡 (第 4次)出 土の縄文土器 1

早期押型文土器 山形文 (1-8)、 楕円文 (9-13)、 格子目文 (14・ 15)、 表裏縄文土器 (16・ 17)
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図10 大道下遺跡 (第 4次)出土の縄文土器 2

早期表裏縄文土器 (18-19)、 撚糸文 (20-31)、 縄文 (32-33)、 押型文土器山形文 (34-40)
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早期押型文土器 山形文 (41-47)、 橋円文 (48-61)図11 大道下遺跡 (第 4次)出 土の縄文土器 3
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図12 大道下遺跡 (第 4次)出土の縄文土器 4 早期押型文土器 楕円文 (62)
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図14 大道下遺跡 (第 4次)出 土の縄文土器 6
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早期押型文土器 楕円文 (84-99)



図15 大道下遺跡 (第 4次)出上の縄文土器 7 早期押型文土器 楕円文 (100-112)



図16 大道下遺跡 (第 4次)出上の縄文土器 8

早期押型文土器 棚状文 (113-121)、 特殊な格子目文 (122-128)、 綾杉状文 (129。 130)
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(142-147)

図17

早期押型文土器 綾杉状文

大道下遺跡 (第 4次)出土の縄文土器 9

(131-136)、 特殊押型文 (137-141)、 異種文様並列
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図18 大道下遺跡 (第 4次)出上の縄文土器10 早期押型文土器
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異種文様並列 (148-168)
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図19 大道下遺跡 (第 4次)出土の縄文土器11 早期無文土器 (169-185)、 沈線文系
=器

(186-190)
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図20 大道下遺跡 (第 4次)出上の縄文土器12 早期沈線文系土器 (191-220)
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図22 大道下遺跡 (第 4次)出土の縄文土器14

早期沈線文系土器 (245-255)、 条痕文系土器 (256・ 257)、 前期土器 (258-263)



269

図23 大道下遺跡 (第 4次)出土の縄文土器15 前期土器 (264-274)

4.縄文時代の土器集中区

1)遣物の分布

縄文時代の遺物は、斜面下部のB区 と谷底の低地の

C区に出土 した。 B区ではあまり遺物は多くなかった

が、C区 では大量の土器・石器が出土 した。

C区 では、 谷と平行にC8～ C13を H卜 ′芭ヽに、 長さ30

m、 幅約 7mの範囲に、遺物が集中していた。

2)縄文土器

出土 した縄文土器片の総数は、2,405点 である。縄

文時代早期の押型文土器 と沈線文系土器が多くをしめ

ている。他には、早期末の刺突文土器、前期の関山式、

有尾式並行の土器がある。

A 早期 1・ 押型文土器前半期

帯状施文の押型文土器や表裏縄文土器など、比較的

古い段階の押型文土器を中心 とする一群 を一括 した。

いずれも繊維は含まれない。

押型文土器 。山形文

1～ 8は すべて横位に帯状施文する山形文土器であ

る。原体の長さは2.5～ 3 cmで ある。 1～ 4は 明赤褐

色で、器壁は 7～ 8 mmである。 5～ 8は暗赤褐色で、

胎土に中～粗粒砂を多く含む。器壁は 5 mmで きわめて

薄手である。

1～ 3、 6は 日縁部の破片であり、 1を はじめ緩 く

外反する。

押型文土器 。楕円文

9～ 13はすべて横位に帯状施文する楕円文土器であ

る。褐色で、胎土に細粒砂、火山灰起源の鉱物を含み、

器壁は 6～ 7 mmで ある。原体は長 さ約2.5cmである。

9、 10は 口縁部で、緩 く外反する。10は 2か所に補修

孔が開けられている。

押型文土器 0格子目文

14。 15は格子目文土器である。14は赤褐色で、細か

い格子 目文で、器壁は8.5mmで ある。15は 明褐色で、

大 きな格子目文で、器壁は約12mmである。いづれにも

石英など火山灰起源の鉱物を多く胎土に含んでいる。



67・ 69

246・ 247

表裏縄文土器

16～ 19は表裏縄文土器である。縄文は斜位ないし縦

位に施され、裏面には外反する日縁部にのみ縄文がつ

けられている。 16・ 19は単節の RL、 17・ 18は単節の

LRの縄文である。赤褐色で、胎土には石英など火山

灰起源の鉱物 を含んでいる。器壁は18が5.5mmで 、ほ

かは約 8 mmである。

撚糸文土器

20～ 31は撚糸文土器である。20、 22、 23、 25、 31は

横位に、21と 24は横位 と縦位が組み合わさったもので

あり、26～ 30は 縦位 を主体 としたものである。いづれ

も無節 rの細密な原体 をまばらに用いている。赤褐色

で、器壁が約 6 mmで きわめて薄手である。胎土には粗

粒砂～細礫を含んでいる。

241・ 242

249・ 250・ 253

0

図24 大道下遺跡 (第 4次)出 土の縄文土器16

縄文土器

32・ 33は 単節RLの縄文を施文 した土器である。褐

色で、石英など火山灰起源の鉱物を多く含んでいる。

器壁は7.5～ 8 mmで、指頭圧痕がみられる。

B 早期 2・ 押型文土器後半期

密接施文の押型文土器で、楕円文 と異形の押型文を

特徴 とする比較的新 しい段階の押型文土器の一群 を一

括 した。胎土に繊維を含むことが特徴である。

押型文土器・ 山形文

34。 39～ 47は 密接施文の山形文土器である。横位を

主 とするが、45は 縦位の底部である。多 くは濃褐色

～褐色で、胎土に繊維を含んでおり、器壁は 6～ 7 mm

である。46・ 47は 大柄な山形文を用いていて、褐色で、



器壁は約 8 mmで、胎土に繊維を含んでいる。35～ 38は

帯状施文の山形文土器である。胎土に繊維 を含む。

41～ 43は褐色で、器壁は 7～ 8 mmで、胎土には繊維を

含んでいない。

押型文土器・精円文

楕円文は大道下遺跡の押型文の中では最 も個体数が

多く、多くのものに繊維が含まれている。

48～ 112は 密接施文の楕円文土器である。

48は 平均的な楕円文である。褐色で、器壁は8.5mm

で、胎土には繊維を含む。

49～ 54は やや大柄な円形に近い楕円文である。赤褐

色で、胎土に繊維は含まない。器壁は 7～ 8 mm。

55～ 61は褐色で円形に近い楕円文である。胎土に繊

維は含まない。器壁は約 8 mmである。

62は ほぼ器形を復元できる個体である。大柄でやや

円形に近い楕円文であり、明赤褐色で、胎土には白色

砂を少 し含み、繊維を多く含む。器壁は約 7 mmである。

原体は5.2cmで ある。

63～ 91は 中粒で一般的な楕円文である。63～ 83は褐

色、濃褐色で、胎土に灰白色の砂を少 し含む。繊維を

含むものと、含まないものがある。器壁は 6～ 8 mmで

ある。

84～ 91は 赤褐色で、胎土に暗褐色、灰色の粗粒砂

～細礫を多く含む。繊維はほとんど含まないか、わず

かである。器壁は 7～ 8 mmである。

92～ 108は 細長いタイプの楕円文である。褐色で、

胎土に砂をあまり含まず、繊維を含む土器である。器

壁は 6～ 9 mmである。

109～ 112は 異方向の密接施文の楕円文である。暗褐

色で、器壁は6.5～ 7 mmである。

押型文土器 。棚状文

113～ 121は 棚状文土器である。原体の長さは2.5cm

である。日唇部は平 らで、ごくわずかに外反する。胎

土はやや明るい褐色の土器で、石英などの火山灰起源

の鉱物を含む。繊維を含まないものが多いが、繊維を

多く含むもの (120。 121)も ある。器壁は 7～ 8 mmで

ある。

押型文土器 0特殊な格子目文

122～ 128は 横に長い長方形状の押型文で、格子目文

の特殊なタイプと考えられるものである。長 さ3.6cm

の原体 を横位に帯状に施文するものが多い。胎土は赤

褐色で、繊維を多く含み、粗粒砂ないし細礫を含む。

器壁は約 6 mmで薄手である。

押型文土器 0綾杉状文

129～ 136は 縦方向の直線を軸に斜交する線が綾杉状

に配列された綾杉状押型文である。長 さ4.2cmの 原体

を帯状に施文 している。129。 136は 異方向の密接施文

と思われる。胎土はやや くらい赤褐色で、いづれも繊

維を多く含み、中～粗粒砂を少 し含む。器壁は約 8 mm

である。

押型文土器 。特殊な押型文

137～ 141は 四角形の直線を入 り子状に重ねた特殊な

文様の押型文土器である。胎土は暗褐色で、白色の細

粒砂 をわずかに含み、無繊維である。器壁は 5～ 7 mm

である。

押型文土器 。楕円文と平行線文の組み合わせ(1)

142～ 147は 粗い間隔で縦に区画された横方向の平行

線文 と楕円文が組み合わされた特殊な押型文土器であ

る。原体の長さは楕円文が4.Ocm、 平行線文が3.8cmで

横位に密接施文されている。胎土は赤褐色～暗褐色で、

細粒～粗粒の砂を含み、繊維を多く含む。器壁は約 7

mmで薄手である。

押型文土器 。楕円文と複合山形文の組み合わせ

148～ 154は 細長い楕円文 と複合山形文を横位に密接

施文 した特殊 な押型文土器 であ る。細密 な文様 の

148～ 152の 原体の長さは楕円文が2.3cm、 複合山形文

が2.Ocmで横位に密接施文 されている。 153・ 154の 原

体は少 し長い。濃褐色で、胎土に中～粗粒の灰白色の

砂や火山灰起源の鉱物 と繊維を含む。器壁は約 6 mmで

薄手である。

押型文土器 0楕円文と綾杉状文の組み合わせ

155～ 157は 楕円文 と綾杉状文を横位に密接施文 した

特殊な押型文土器である。胎土は褐色で粗粒砂を多く

含む。器壁は 7～ 8.5mmで ある。

押型文土器 。平行線文と複合山形文の組み合わせ

158は 平行線文に複合山形文 を横位に密接施文 した

特殊な押型文土器である。胎土は赤褐色で、繊維を含

む。器壁は6.2mmで ある。

押型文土器 。楕円文と平行線文の組み合わせ(2)

159～ 168は 楕円文 と平行線文を横位に密接施文 した

特殊な押型文土器である。

159は 楕円文 と3条 の縦線の間に楕円と思われる横

線が入れられた平行線文が組み合わされてお り、上林

中道南遺跡の「異形押型文土器D類」に類似するもの

である。

160～ 163は 楕円文の中に斜位に沈線を入れ、その下

に斜位の平行線文を組合せたものである。



前者 もあわせて胎土は褐色で、繊維を多く含む。器

壁は約 8～ 9 mmである。

164～ 168は 楕円文 と横位の平行線文を組合せたもの

である。胎土は明褐色で、繊維を多く含む。器壁は約

7 mmである。

無文土器

169～ 185は 押型文の帯状施文の無文部より幅広の破

片である。169は 平 らな口唇で、外面は縦方向に削っ

て調整 した跡が認められる。内面には指頭圧痕がみら

れる。170は 内外面に指頭圧痕がみられる。

171～ 173は 暗赤褐色で、それ以外は赤褐色を呈 して

いる。器壁は 6～ 7 mmである。胎土に繊維をほとんど

含 まないもの (169～ 173、 177、 179、 185)と 多 く含

むものがあるので、 2時期に分けられる可能性がある。

C 早期 3・ 沈線文系土器

縄文時代早期の沈線文系の土器を一括 した。最近、

長野県でも注目されるようになってきた一群で、沈線

文系土器の最 も新 しい田戸上層式～子母口式の段階に

あたるものと推定される。沈線文、刺突文などにより

文様がつけられてお り、その組合せによって(a)～ (f)に

区分される。上林中道南遺跡の貝殻文沈線文系Ⅲ群土

器や判ノ木山西遺跡の第 3類 (沈線文系)土器に共通

する特徴がみられる。

(a)は 237～ 244で、やや太めの沈線文を横位、斜位に

ひき、日唇部および口縁に刺突がおこなわれた土器で

ある。沈線の幅は 2 mm弱 で、間隔を開けて平行線や斜

平行線をえがいている。器壁が 5～ 7 mmと 薄手で、胎

土は褐色～暗褐色で、繊維を多く含んでいる。

(b)は 191～ 209で、櫛歯状工具による条線を横位ない

斜位にひき、その間に連続 して刺突文が入れられたも

のである。褐色～暗褐色で、器壁は約 8 mmの ものがお

おいが、黒褐色の196～ 198、 赤褐色の204～ 209の よう

に約 5～ 6 mmの きわめて薄手のものもある。沈線は幅

1～ 2 mmである。

(C)は 210～ 220で、櫛歯状工具による条線を横位、斜

位、縦位に引き、同工具で刺突を空白部に充填してい

るものである。190も この可能性がある。暗褐色から

濃褐色で、器壁は5～ 6 mmと きわめて薄手である。胎

土には砂などはあまり多くなく、繊維を多く含んでい

る。条線の幅は約1.5mmで ある。

(d)は 221～ 236で、櫛歯状工具による条線を横位、斜

位、縦位にひき、日縁にそって連続して刺突文や刻み

が入れられたものである。明褐色のものが多く、器壁

は5～ 6 mmと きわめて薄手である。胎土には繊維を含

む。条線の幅は約1.5mmで ある。

(e)は 245～ 255で、櫛歯状工具で条線を縦位に密接し

て引き、のち口縁部に横位に一周させてた土器である。

刺突文は伴わない。254・ 255は 縦位の条線のみである。

条線は幅 1～ 1.5mmで ある。器壁は 7～ 9 mmと やや薄

く、胎土は暗褐色～濃褐色で、繊維を多く含み、自色

・黒褐色の中～粗粒砂 を含む。

(f)は 186～ 189で、横方向の条線が入 り、それに並行

して連続 した刺突文が入れられた土器である。暗褐色

で、器壁は約 8 mmで、胎土には白色の細かい砂 と繊維

を多く含む。

D 早期 4・ 条痕文系土器

256～ 257は 大柄で、粗雑な縦長の刺突文を 2列 (以

上 ?)、 横位に施された土器である。暗褐色で、繊維

を多く含む。器壁は約 9 mmである。早期末の茅山上層

式以降の条痕文系土器の段階のものと推定される。



表 3 大道下遺跡出上の縄文土器一覧 |

時  期 文 様   ・  文様要素 繊 維 遺 物 番 号 備 考

1 早 期 押型文   山形文・帯状施文 960MC― Cll(5) 口縁部

2 960MC B25-2

3 960MC― B25-2,960MC― B26(2) 口縁部 3、 4は 同一個体 ?

4 960MC― C8

5 960MC― C12′

6 960MC―C12(2) 口縁部 6、 7は 同一個体 P

7 960MC― C12(2)

8 960MC―C12

9 〃    楕円文・帯状施文 960MC―C8,960MC― C15(2) 口縁部9,10,n,12,13は 同一個体 P

960MC― C15 口縁部

11 960MC―C8(3),960MC― C15

960MC―C6

960MC― C8(2),960MC― C9

〃    格子 目文 960MC― Cll

960MC― B19

縄文    表裏縄文 960MC 4住 D48 口縁部

960MC― C12 口縁部

960MC―C12 口縁部近 く

960MC-4住一括 カマ ド 胴部破片

撚糸文 960MC―C8,960MC―C9 口縁部

960MC― C2(3)

960MC―C9

960MC―C9(2)

960MC―C9

960MC― C9

960MC―C9

960MC―C9

960MC― C2

960MC―C9

960MC―C9

少 960MC―C12

縄文    単節 960MC― C7(2)

960MC―C6

押型文   山形文・密接施文 有 960MC―C10,Cll 口縁部

山形文・帯状施文 少 960MC―C9(2),9600MC― C16

960MC― C9 35、 36は 同一個体 7

970MC― C10(3)

960MC― C10 口縁音6

″    山形文・密接施文 960MC 4住 C8カ マ ド

960MC―Cll

960MC― C12 口縄群郭

960MC― Cll

960MC―C9(2) 43、 44は 同一個体 P

960MC―C9 底部

山形文 960MC―C12 底 部

(大柄横 ) 有 960MC-4住 C8カ マ ド



表 4 大道下遺跡出土の縄文土器一覧 2

時 期 文 様  ・  文様要素 繊 維 遺 物 番 号 備 考

早 期 押型文    山形文 有 960MC― C8

″    楕円文 。密接施文 960MC― C2(2),960MC― C5 口縁部

960MC―C12

960MC― Cll(2)

960MC― C12

960MC―C5

960MC―C15

960MC― Cll

960MC― C8(2) 口縁部

960MC―C8

960MC― C8

960MC― C8

960MC―C8

960MC―C8

960MC― C8

多 960MC―Cll(5),960MC― C12(44)

有 960MC―C5,960MC― C12(5) 口縁部 63、 64、 65、 66は 同一個体 ?

多 960MC― C5(2),960MC― C12

有 960ⅣIC―C5

960MC―C8 底 部

多 960MC―Cll、 C-12,960MC―C5 67、 69同 一個体

960MC― C12

960MC― Cll 67、 69同 一個体

少 960MC―C8 口縁部

960MC―C16

960MC― C2

960MC― C9

960MC―C9

960MC―C16(2)

960MC― C8

960MC― C12

960MC―C9

少 960MC―C9(2)

960MC― C12

960MC― C8

多 960MC― C16

960MC―C9

少 960MC― C10(2),960MC― C9
84、 85、 86、 87、 88、 89、 90同 一 個

体 ?、 口縁部

960MC― C9,960MC― C9 口縁部

960MC― C9

960MC―C9

早 押型文   楕円文・密接施文 少 960MC― C16

960MC― C9

960MC― C9

960MC― C10,960MC― C10 口縁部

有 960MC―Cll(2) 92、 93、 94同 一個体 ?

少 960MC― C16



表 5 大道下遺跡出土の縄文土器一覧 3

時  期 文  様  ・  文様要素 繊 維 遺 物 番 号 備 考

早 期 押型文   密接施文 有 960MC― Cll(4)

少 960MC-4住一括 カマ ド 口縁部

960ⅣIC―C9

有
960MC―C10(2),960MC― Cll

960MC― C10
97、 98、 99同一個体 P

口縁部

少 960MC―C3(2)

960MC―C10(2)

有
960MC― C2,960MC― C10(3)

960MC-10(5)

少 960MC― B24

960MC―C9

960MC― B19(6)

960MC―C9(2) 口縁部

960MC―C12(2)

960MC―C8

有 960MC― Cll(2) 口縁部、107、 108同 一個体 P

960MC―Cl

楕円文・異方向密接施文 960MC―C6 口縁部

少 960MC―C9(2)

960MC― C10,960MC―Cll

有 960MC―C10 底 部

〃    棚状文 960MC―C16 口縁部

960MC―C16(5)

960MC― C9(2)

960MC―Cll

960MC―C9

少 960MC― C12

960MC― Cll

有 960MC―Cll

960MC―Cll

〃    特殊 な格子 目文 多
960MC―C12(2)

960ヽ lC― C12(5)

口縁部、122、 123、 124、 125、 126

127、 128同 一個体 P

960MC―C13

960MC―C12

960MC―C12

960MC― C12

960MC― C12

960MC―C12(2)

綾杉状文 多 960MC―C9(5) 129、 130、 131、 132

960MC― C9,960MC― Cll 133、 134、 135同 一個体 7

960MC― C9(2)

960MC― C9(3)

960MC―C9(2)

960MC―C9

960MC― C9

960MC― C9

特 殊 960MC― Cll

960MC―C12



表 6 大道下遺跡出土の縄文土器一覧 4

時 期 文  様  ・  文様要素 繊 維 遺 物 番 号 備 考

早 期 押型文   特殊 960MC―Cll

960ⅣlC―Cll

960MC―C4

楕円文,平行線文 多
960MC― C12(4),960MC4住一括カマド
960MC―C15(2)

口縁 部、142、 143、 144、 145、 同 一 個

体

960MC―C8,Cll 口縁部

960MC―C8(2)

960MC―C12

960MC― B27 146、 147は 同一個体

960MC― B27

楕円文,複合 山形文 少
960MC―C10(2)

960MC―C10

口縁部、148、 149

150、 151、 152同 一個体

960MC―C10

960MC―C10(2)

960MC―C10

960MC―C12

有 960MC― B28(3)

多 960MC―C9

楕円文,綾杉状文 少 960MC―C 2

960MC―C 1

960MC―C13

平行線文・複合 山形文 960MC―C 1 口縁部

〃    構円文,平行線文 多 960MC―C2,960MC― C9(2)

″    楕円文,平行線文,沈線文 960MC―C9 〃  160、 161、 162、 163

960MC―C9(2) 同一個体 P

960MC―Cl(2)

960MC―C2(2)

楕円文,平行線文 960MC―C12,C13

960MC―C10

960MC―C13

有 960MC― B9(2),960MC― B19 167、 168同 一個体 P

960MC― B19

無  文 960MC―C12 口縁部

960MC―C10(4)

960MC-4住 C8 口縁部、171、 172、 173

960MC―C15(2) 同一個体 ?

960MC―C8

多 960MC―Cl,C8,C9 174、 175同 一個体 P

960MC―C9(3)

960MC―C12(3)

960MC―C10

少 960MC―C9

960MC―C10

少 960MC―C8

多 960ルIC― C9

960MC―C5

少 960MC―C5

多 960MC―C8



表 7 大道下遺跡出上の縄文土器一覧 5

時 期 文  様  ・ 文様要素 繊 維 遺 物 番 号 備 考

早 期 無 文 960MC―C10(2)

沈線文系   (f)条線,刺 突文 多 960MC―C8

960MC―Cl(2)

960MC―Cl

960MC―Cl(3)

(c)条線,刺突文 960MC―C9

〃    (b)条 線,刺突文 960MC―Cl 口縁部

960MC―Cl

960MC―C2

960MC―Cl

960MC―C]

960MC―C8 口縁部

960MC―C4 口縁部

960MC―C8

960MC―C8 |]滋贅音6

有 960MC―C5,960MC― C12

960MC―C12(2)

202 多 960MC― B19 202、 203同 一個体 ?

960MC―Cll(2)

960MC―C4

960MC―Cll

960MC―Cll

960MC―C5

少 960MC―Cll 口縁部

960MC―Cll

〃    (c)条 線,刺 突文 有 960MC―C8(3) 口縁部

少 960MC―C9,Cll

多 960MC―C9(2) 口縁部、216、 217同一個体

960MC-4住 C8カ マ ド

960MC― B25

有 960MC― B7-2(2)

216 多 960MC―C9 212、 217同一個体

960MC― B16-2 212、 216同一個体

960MC―C12

219 有 960ⅣIC― C12

960MC―B16

221 (d)条 線,刺 突文 ・刻み 960MC―C2,960MC― C10(3) 日縁 部

960MC―C8

223 960MC―C8(2)

960MC―C10

960MC―Cll

960MC―Cll

960ⅣIC―C10

228 多 960MC―C5

960MC―C9

有 960MC― B27-2.(2) 230、 231、 232同一個体 ?

960MC― B27-2



表 8 大道下遺跡出土の縄文土器一覧 6

時 期 文 様  ・  文様要素 繊 維 遺 物 番 号 備 考

232 早 期 沈線文系   (d)条 線,刺 突文 ・刻み 960MC― B27-2.(2)

960MC― C9 口縁部、233、 234、 235同一個体 ?

少 960MC― C9

960MC―C12

960MC― C12

〃    (a)沈線文,刺 突文 多 960MC― Cll 口縁部

(a)沈 線文 960MC― C6(3)

239 960MC―C13(2)

960MC―C13

960MC―C6.C13 241、 242同一個体

242 960MC― C6(2),960MC― C13

960MC― Cll

960MC―C12

(e)条線 少 960MC―C5(5) 口緑部、245、 246、 247、 248同 一個体 P

有 960MC― C12(3) 246、 247同 一個体

960MC― C5(3)

960MC―C5

249 960MC―C12 日縁 部 、249、 250、 253同 一 個 体

960MC― C5(2) ″ 、249、 250、 253同一個体

960MC― C12 249と 同一個体 P

960MC―C5

少 960MC― C5 249、 250、 253同一 個 体

有 960MC― C2 口縁部

255 960MC― C9

早 期 末 条痕文系  刺突文 多 960MC―Cll(2)

960MC― C8

前 期 前 半 縄文    単節 960MC― C8(2)

〃    複節 少 960MC―C10

960MC― Cll(2)

羽状縄文  単節 960MC― C8(4)

多 960MC―C8

263 少 960MC― Cll

縄 文   〃 有 960MC― C9

多 960MC― C9 底部近 く

266 無 節 960MC―C9

前 期 初 頭

(花積下層 )

撚糸文 960MC― C12

前 期 中葉
(関  山)

縄文    多段ループ文 960MC―Cll

大湊式   刺突文 960MC― C10 底 部

前 期 後 葉

(諸 磯 C) 集合沈線文 960MC― B14-4 270、 271同 一個体

960MC― B23-3

一削 刺突文   爪形文 有 960MC―C12(2) 272、 273同 一個体 ?口 縁部

273 960MC― C5

少 960MC― Cll



E 前期の土器

258～ 266は 前期前半の縄文土器である。258は 単節

の縄文、259。 260は 複節 LRLの 縄文である。

261～ 263は 単節 RL、 LRの原体 を交互に回転 した

羽状縄文である。264。 265は 単節の縄文土器の底部付

近の破片である。266は 無節 1を ランダムに施文 した

縄文土器である。

267は 前期初頭の花積下層併行の粗い rを 縦方向に

まばらに施文 した撚糸文土器である。

268は 前期中葉の関山式並行の多段ループ文である。

269は 前期中葉の関山式併行の大湊式上器の平底の底

部で、爪形状の刺突文が連続 して施文されている。

270・ 271は 前期後葉の諸磯 C式 の集合沈線文土器で

ある。

272～ 274は 前期の刺突文土器で、日縁にそって大柄

な爪形文が連続 している。

3)石器

主要な石器 としては、石鏃 6`点 、石鏃の可能性の有

るもの 2点、スクレイパー 5点、装飾品 1点、磨製石

斧 1点、磨製石鏃 1点 である。このほか、景J片 類約

140点 、石核 4`点、特殊磨石31点、磨石51点、凹石 10

点、スタンプ状石器 1点、石皿及び石皿状礫 12′点、お

よび砥石 5点 などが出土した。

石鏃 :チ ャー ト製のもの 1・ 5・ 8、 珪質凝灰岩製

のもの 2・ 7、 黒曜石製のもの 3、 無斑品質安山岩製

のもの 4、 玉髄製のもの 6がある。

1～ 3・ 6は 、凹基ないし平基の無茎鏃である。 7
・ 8は尖基鏃 と思われる。

トロトロ石器 :5は 、チャー ト製で、両面に押圧景J

離による丁寧な調整がおこなわれている。先端は丸み

をもってお り、基部には脚部があるが欠損 している。

磨痕はみられない。形態的な特徴から、押型文土器文

化に伴 うとされている岡本 (1983)の いわゆる「 トロ

トロ石器」 と判断した。

スクレイパー :黒曜石製の 9。 12、 無斑品質安山岩

製の11、 珪質頁岩製の10、 珪質凝灰岩製の13がある。

9は、景J片の末端に入念な調整で刃部が形成された

ラウン ド・スクレイパーである。11。 12は景J片 の一辺

に直線的な刃部がつ くられたもので、12は両面から景J

離がおこなわれている。10は景J片の縁辺にそって両面

からの景J離で刃部が形成されたサイ ド・スクレイパー

である。13は剥片の縁辺にわずかな調整で刃部がつ く

られたサイ ド・スクレイパーである。

磨製石斧 :14は 、蛇紋岩製で、ほぼ全面を研磨 した

石斧である。一面は扁平で、もう一面は凸形の断面形

を呈する。

装飾品 :15は 、透緑閃石 ?(軟玉)を用いて、全面

を研磨 している。大珠に似た形状を呈するが、穴は開

けられていない。比重が2.98で、ヒスイより軽いので、

軟玉 と判断した。

特殊磨石 :16～ 18は砂岩製、19は安山岩製の細長い

円礫を素材 とし、長軸にそった尖った縁部をす り減ら

して磨面を作 り出した特殊磨石である。

磨石 :20は安山岩製、21は カコウ閃緑岩製の扁平な

円礫を素材 として、その平坦な 2面 を磨面 とする磨石

である。

凹石 :22～ 24は安山岩製の扁平な円礫を素材 として、

平 らな表裏の 2面に凹部をもつ凹石である。

スタンプ状石器 :25は 細長い円礫を中央付近で折 と

ったスタンプ状石器である。

石皿 :26は 大きな扁平な礫を用い、その一面に磨面

が認められる石皿状の礫である。

砥石 :27、 28は 方形の砥石である。形状から見ると、

縄文時代のものでなく、平安、中世以降の金属製の刃

物に伴 うものと思われる。



表 9 大道下遺跡の出土石器一覧  .

名  称 石   材 遺物番号 長 さ   幅   厚 さ  重 量 備 考

l 石 鏃 チャー ト 960MC―Cll

2 珪質凝灰岩 960MC―C4

黒 曜 石 960MC―C8

無斑品質安山岩 960MC―C10

チャー ト 960MC―C10 トロトロ石器

玉  髄 960MC―C9

7 石 鏃 珪質凝灰岩 960MC―C13

チャー ト 960MC―Cll

ス ク レ イ パ ー 黒 曜 石 960MC― C9

珪質頁岩 960MC― C16 9.2

無斑品質安山岩 960MC―C12

黒 曜 石 960MC―C9

珪質凝灰岩 960MC―Cll 22 7

磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 960MC―C5

装 飾 軟玉 (透緑閃石 7) 960MC―C2

特 殊 磨 石 砂  岩 960MC―C13 8.9

9601MC― Cll

960MC―C12 18 8 5.1

安 山 岩 960MC―C9 77

磨 石 960MC―A8・ 3

カコウ閃緑岩 960MC―C13

凹 石 安 山 岩 960MC―C9

960MC―Cll

960MC―C13

スタンプ状石器 閃 緑 岩 960MC、 34主 A8

石 皿 安 山 岩 960MC―C9 77

砥 石 安 山 岩 960MC―C8

凝 灰 岩 960MC、 B6・ 2

g1.ff : cm. s
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5。 平安時代の住居址

1)遺構

最 も保存の良好な 1号住居址は、南北7.2m、 東西

の保存長が5.lm以上で、東側は国道の盛土の下にあ

り発掘できなかった。確認面からの床面の深さは、平

均20～ 40cmで あり、西側は数cmと 侵食により削られて

いた。かまどは南壁中央付近にあったが、破壊されて

お り保存はよくなかった。かまどの西隣には長径約

110cmの ピットが掘 り込まれていた。住居址内には 9

個の柱穴と思われるピットがあり、深さは15～ 75cmで

あった。西端の柱穴には、ほぼ完形の小形の須恵器の

壺が埋 もれていた。

2号住居址は 3号の北側に隣接するが、柱穴 と思わ

れるピットが 4個以上 と焼土が集まったものであるが、

プランは確認できなかった。

3号住居址は南北約7.2m、 東西の保存長3.4m以上

の竪穴住居址で、西側の半分以上は削求Jさ れ現存しな

い。確認面から床面までの深さは、約20～ 40cmで ある。

9個ほどのピットがあり、大 きさは径30～ 60cm、 深さ

は15～ 81cmで ある。かまどは未確認である。

4号住居址はプランの東南の隅のみが確認されたも

のであり、南北5.6m以上、東西の保存長は7.5mであ

る。確認面からの床面の深さは、南東端で45cmで あっ

たが、ほかは不明である。南壁のほlF中央付近 と思わ

れるところにかまどがあったが、破壊されており原型

を留めていなかった。 6個の柱穴 と思われるピットが

◎ ③

0◎

◎

あり、径は30cm～ 120cm、 深さは約10cmであった。

これらの住居址の付近には、大量の土器片が伴って

いた。

B区には遺構が確認されてなく、遺物の分布にあま

り大 きな偏在性がみられないことから、 1～ 3号住居

址があった国道直下から東側にひろがる平坦面に、さ

らに多くの住居址があったと思われ、そこから流れ下

ったものと推定される。

2)平安時代の遺物

1～ 3号住居址のあるA区から出土した平安時代の

土器は1,543点 あ り、 4号住居址のあるC区か らは土

器が986`点 出土 した。また遺構は伴わないが、 B区か

らは3,211点 の土器が出土 した。さらに、A～ C以外

の地区をD区 と一括 したが、そこか ら1,201点 の平安

時代の土器がえられてお り、総計7,262点 の上器片が

出土 している。

これらの中で、保存のきわめて悪い 2号 と3号住居

址は近接 してお り、区分できないのでまとめて示す。

土器は接合 して器形のわかる日径16分の 1以上、底径

3分の 1以上の破片について観察表を作成 した。ただ

し、特徴のある遺物については小片でも付け加えた。

土器の分類は「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調

査報告書 4-松本市内その 1-総論編」の「古代の上

器」 (長野県教育委員会、1990)に したがった。
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図30 大道下遺跡 (4次)4号住居址の平面図



A l号 住居址出上の土器 C 4号 住居址出土の土器

杯 須恵器 と軟質須恵器、黒色土器の不がある。須   杯 須恵器、軟質須恵器、黒色土器の不がある。い

恵器は、灰色で焼きがつよく、ロクロ調整のものであ  づれもロクロ調整のものである。須恵器は 1点で、日

る。底部回転糸切 りで、法量は軟質須恵器のものの範  縁部のみであるが、立ち上が りがやや急な角度のもの

時に含 まれ、無口台の不Aに分類される。       である。軟質須恵器は 3点 あり、底部は回転糸切 りで

軟質須恵器は、灰白色あるいは灰黄色で焼きが弱い。 ある。黒色土器は 1`点 である。

ロクロ調整で、底部は回転糸切 りである。法量は、日   土師器・長胴甕 口径約25cmと 約19cmの 口縁部があ

径11.6～ 13.2cm、 器高3.4～ 3.9cm、 底径5.8～ 6.2cmで 、 る。ロクロ甕である。45は 外面をロクロ調整 し、体部

不Aに分類される。                 から下を縦方向のヘラ削 りによって器厚を薄 く仕上げ

黒色土器は、ロクロ調整の土師器の内面をヘラミガ

キし、黒色処理 したものである。内面だけに黒色処理

が施される黒色土器Aである。底部は回転糸切 り後ヘ

ラ削 りを施 している。

片口鉢 土師器の片口鉢が 1点ある。赤褐色で、外

面ロクロ調整で、内面にヘラミガキをおこなっている。

小型甕 土師器の甕には、長胴甕 と小型甕がある。

日径15cm以下のものを小型甕 という。すべてロクロ調

整である。底部が残っているものは 1点のみで、回転

糸切 り未調整である。法量は日径12.4～ 14.2cmで ある。

長胴甕 口径約24cmの土師器の長胴甕が 2点 ある。

ロクロ甕である。14は、外面をロクロ調整 し、体部か

ら下を縦方向のヘラ削 りによって器厚を薄 く仕上げ、

内面はカキロ調整 している。13の 内面はハケロ調整 し

ている。

16・ 17は甕 Pと しているが、器種は不明である。

須恵器・長頸壺 19はやや扁平な球形胴にやや短い

頸部をつけるもので、典型的な形態とは異なるが小型

の長頸壺である。

B 2号 。3号住居址出上の土器

杯 須恵器 と軟質須恵器、黒色土器の不がある。い

づれもロクロ調整のものである。須恵器は 3点 あり、

底部は回転糸切 りで、法量は 1号住居 l■のものと同様

である。26は 須恵器の不蓋である。軟質須恵器は 3点

ある。23は 口径約11.Ocm、 底径約3.Ocm、 高さ4.lcmで

あり、他のものとは法量を異にする。黒色土器は 4点

ある。底部を残すものは30の みで、回転糸切 り未調整

である。

土師器・長胴甕 口径約23cmの 日縁部 と底部の破片

2点がある。ロクロ甕である。31は外面をロクロ調整

し、内面をカキロ調整 したものである。

須恵器・甕および壺 口径約39cmの大型の甕の口縁

部 (33)が 1点ある。36は 長頸壺の底部 と思われる。

ている。

47は 土師器の甕の破片とみられるが、表裏に叩き目

がみられる。

須恵器・ 甕 大きな甕の胴部の破片である。叩き目

がみられる。

D 住居址出土の土器の所属時期

1号住居址の主な土器は、須恵器不 2点、軟質須恵

器ネ 3点、黒色土器ネ 3点、片口鉢 1点、小型甕 5点、

長胴甕 2点、甕 ?2点、須恵器長頸壺 1点がある。不

Aの土器構成は、点数が少ないが軟質須恵器、黒色土

器 ともに37.5%、 須恵器25%である。

3号住居址の主な土器は、須恵器不 3点、軟質須恵

器不 3点、黒色土器不 4点、須恵器不蓋 1点、土師器

長胴甕 2点、須恵器甕 3点、須恵器長頸壺 1点である。

不Aの土器構成は、黒色土器40%、 須恵器30%、 軟質

須恵器30%である。

4号住居址の主な土器は、須恵器不 1点、軟質須恵

器不 4`点 、黒色土器不 1点、土師器長胴甕 4点、土師

器甕 1点、須恵器甕 1点である。不Aの土器構成は、

軟質須恵器66%、 須恵器 と黒色土器はともに17%で あ

る。

これらの遺構出土の土器は、須恵器 と黒色土器 とと

もに軟質須恵器が多く含 まれることが共通 した特徴で

あり、いづれもほぼ同一の時期のものと考えられる。

これらは長野県教育委員会 (1990)の 食器の15期 区分

にしたがえば、 8期 (西暦870～ 900年 ごろ)前後に比

定され、 9世紀の後半にあたり、平安時代の前期のも

のである。

E 墨書土器

墨書土器は 9点 出土 しているが、文字の判読可能な

ものは 7点である。この中で「石井」 と読めるものが

5点 ある。22・ 50は ほぼ確実で、 8・ 42・ 51は 1字だ

けであるが、同じものと考えられる。この 5点は 1号、
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図31 大道下遺跡 (4次 )出 土の平安時代土器 1 1号住居JL
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出土の平安時代土器 2 1号 住居址
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図32 大道下遺跡
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図33 大道下遺跡 (4次 )出 土の平安時代土器 3 18・ 19:1号住居llL、 20～ :3号住居址
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図34 大道下遺跡 (4次)出上の平安時代土器 4 ～36:3号住居址、37～ :4号住居址
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大道下遺跡 (4次 )出 土の平安時代土器 5 4号住居址
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表10 大道下遺跡出土の平安土器一覧
1号住居lL

番 号 種 類 器種 口省,(cm) 底径 (cm) 器高(cm) 残 存 遺 物 番 号 備 考

1 須 恵 器 杯 960MCll主 I-1

2 軟質須恵器 杯 5/16 960MCl住 -2

3 軟質須恵器 杯 12 2 960MCl住 -3

4 須 恵 器 杯 12 2 960MCl住 -4

5 軟質須恵器 杯 960MCl住 周辺-5

6 黒 色 土 器 杯 11/16
960MCl住 周辺
カマ ド・1住-6

7 黒 色 土 器 杯 960MCl住 -7

8 黒 色 土 器 杯 9601MC・ D52-8 墨書土器

二I二  奮lb ,静 小型甕 960MCl住 9

土 師 器 小型甕 960MCl住 -10

二L BI =: 小型狂 960MCl住 周辺-11

土 師 器 片 口鉢 口縁部 960MCl住 カマ ド1住 -12

二L  E市   暑静 型 960MCl住 カマ ドー13

Jl :雨  暑: 甕 960MCl住 カマ ド1住-14

土  師  器 小型甕 960MCl住 カマ ドー15

二L  富市  暑静 甕 ? 960MCl住 カマ ドー16

17 =L  宮i口  暑辟 蟄EP 黎り39 960MClイ主-17

二1l  B市  暑静 /1ヽ JJ甕 底 部 960MCl住 -18

須 恵 器 ほぼ完形 960MCl住 -19

3号住居址

軟質須恵器 杯 960MCA3-4-lH-1

軟質須恵器 杯 960MCA3A3-4-2

軟質須恵器 杯 132 960MC3住 -3 墨書土器

1欠質須恵器 杯 約 11 糸つ3 0 960MC2住 周辺-4

軟質須恵器 杯 62 底部 960MCA-8-5

軟質須恵器 杯 底部 960MCA6A-1-6

1吹質須恵器 杯 蓋 960MC-7

黒 色 土 器 杯 約12 960MCA3-8 墨書土器

黒 色 土 器 杯 約 15 960MCA8-9

黒 色 土 器 杯 口縁部 960MCA3-10

黒 色 土 器 杯 底 部 960MCA8-11

二L  l市   ?= 甕 約23 960MCA4-3・ 3住 A8・ A4-12

土 師 器 甕 底 部 960MCA8-13

須 恵 器 甕 約39 960MC3住 -14

須 恵 器 甕 ? 頸 部 960MC3住 カマ ドー15

獲 頸 部 960MCA4 16

須  恵 器 壺 P 底 部 960MCA6-lA6-2-17

4号住居址

軟質須恵器 杯 960MC4住 4住一括Ⅳ l

軟質須恵器 杯 960MC4住 C8カ マ ドー2

軟質須恵器 杯 960MC4住 -3

軟質須恵器 杯 960MC4住 -4

1次質須恵器 杯 960MC4住 C8カ マ ドー5

黒 色 土 器 杯 960MC4住 一括-6 墨書土器

Jl  膚雨  オ静 甕 約25 960MC4住 C8カ マ ドー7

土  師  器 甕 約19 960MC4住 C8カ マ ドー8
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大道下遺跡 (4次 )出 土の墨書土器

大道下遺跡 (4次 )出 土の弥生時代土器

表‖ 大道下遺跡出上の平安土器一覧

番 号 種 類 器 種 口衛豊(cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 残 存 遺 物 番 号 備 考

土 師 器 甕 960MC4住 C8カ マ ドー9

土 師 器 甕 底 音

`

960MC41■ -10

土 師 器 甕 頸部 960MC4住 4住周辺-11

須 恵 器 甕 頸部 960MCC8カ =′ ドー12

軟質須恵器 杯 96MC 墨書土器

黒色土器 P 杯 960MC4住

黒 色 土 器 杯 960MC4住 一括

土 師 器 杯 P 960MC4住

軟質須恵器 杯 960MClイ主カスアド

表12 大道下遺跡出土の弥生土器一覧

種  類 文  様 文 様 要 素 遺 物 番 号 考備

1 櫛描文 波状文 960MC 口浄及音

`
2 960MC(3)

3 960MC-4住 一括

4 960MC-1住 (2)



3号、 4号の各住居坦Lか ら出土 したものである。

27は 平仮名の「い」か漢字の一部分 と思われる。53

は「大●」で、下の字は割れていて判読できない。

3軒の住居なしから出土したものであるが、いづれか

らも同一の墨書文字が複数あることは注目すべ き点で

ある。いづれの住居址 も一部分のみの発掘であったが、

比較的多くの墨書土器が出土していることは、これら

の住居址が重要度の高い施設であったことが考えられ

る。土器編年上からはこれら3軒は、ほぼ同時期のも

のとされたが、同一文字の墨書土器があったことから

も、この見解は支持される。

6.弥生時代およびその他の遺物

弥生時代の上器が 4点、単独で小さな破片で出土 し

ている。いづれも赤褐色の薄手の土器で、焼成は良好

である。外面は櫛描波状文がつけられ、内面は横方向

の ミガキがおこなわれている。

また、江戸時代の寛永通宝 2点 と不明の銭貨 1点が

出土 している。

7.大道下遺跡第 4次調査の成果

大道下遺跡ではこれまでの 3次にわたる調査で、湧

水池をめ ぐるまわりの丘陵地から、旧石器時代、縄文

時代、平安時代の遺物や遺構が確認されている。今回

の調査で、遺跡ではないと思われていた湧水池のまわ

りの低湿地 と丘陵末端の急斜面から大量の遺物が発見

され、大道下遺跡がかなり大 きな広が りをもつ遺跡で

あることが確認された。 しかし、この遺跡範囲の大部

分は、調査によって記録が残されたとはいえ、大きな

開発事業によってほぼ消滅してしまったことは、残念

なことである。

湧水池から流れ出る小川に沿った低湿地からは、縄

文時代早期のまとまった土器が出土した。 とりわけ押

型文土器の前半期から後半期にわたる土器は、 1次・

3次調査でも確認されていたものであるが、北信地方

におけるJ「 型文土器研究にとって、一括性の高い重要

な土器群 を提供 したものといえる。後半期のものは、

密接施文の構円文を中心に、異形の押型文が多くえら

れてお り、形式設定されたにもかかわらずその全貌が

未解明であった塞 ノ神遺跡の土器 と同時期のものと考

えられる。塞ノ神遺跡は同じ信濃町の古間地区の舟岳

にあり、大道下遺跡より束へわずか約2.5kmの 位置に

ある。押型文土器の末期の土器編年を再検討する上で、

大道下遺跡第 4次調査の資料は欠かせないものとなる

と思われる。

大道下遺跡の縄文早期土器でもう 1つ特筆されるも

のは、沈線文系の土器の一群である。最近、長野県で

も注目されてきた土器で、沈線文系の中では最 も新 し

い段階に属すものと考えられる。山ノ内町の上林中道

南遺跡の土器に近いものがあり、今後、早期の土器編

年を考える上で空白をうめる一資料 となるものである。

押型文土器の末期の一群 とあわせて、どちらも縄文時

代早期の中ごろのかなり近い時期のものと考えられる。

信濃町の縄文時代遺跡の調査は、近年かなり増えて

きたが、早期から前期のものが大半である。中でも早

期の遺跡が多く、この時期の研究にとって信濃町の資

料は重要なものが多くみられる。 とくに押型文土器の

遺跡に特筆すべ きものがみられる。

また、平安時代の 4軒の住居址が発掘され、 9世紀

後半の土器が出土 した。 3軒の住居址は国道添いの丘

陵の西端につ くられていたので、雨水による浸食によ

って住居址はかなり破壊を受けていた。そのため復元

できる土器は多くなかったが、それでも多くの土器片

があったことから当初はかなりの遺物が包含されてい

たものと推定される。下の低地にあった 4号住居力Lも

浸食によって床而の一部が確認できただけである。

4軒の住居 l」Lか ら出土した土器は、須恵器、軟質須

恵器、そして黒色土器をほぼ等量含み、焼きの弱い軟

質須恵器 を多 く含む ことか ら、長野県教育委員会

(1990)の 編年の 8期、すなわち 9世紀後半の西暦

870～ 900ご ろの平安時代前期のものと推定できた。信

濃町の平安時代遺跡では、仲町遺跡の 1・ 2号住居址

(野尻湖人類考古グループ、1993)と 大道下遺跡第 2

次調査 (1990:上越商会地′点、未報告)の住居址 とな

らんで最 も古い段階の資料である。

信濃町の遺跡は、旧石器時代から縄文時代前期 まで

かなり濃密にその分布がみられるが、中期以降になる

と遺跡がきわめて減少 し、人口が少なかったことが考

えられる。平安時代の 9世紀後半になると、ふたたび

遺跡がみられるようになり、とくに10世紀になると遺

跡の数が多くなる。このようにみてくると、今回確認

された平安時代の住居址は、農耕経済になってからは

じめて信濃町のような山問部にも、人が多く住むこと

ができるようになった歴史的な背景をもっていると考

えることができる。

大道下という遺跡名は、字名の「大道下」に基づい

ている。ほぼ現在の国道の位置に南北に江戸時代の北

国街道があったが、大道下はそれより下の西側で、上



の東側は「大道上」という字になっている。第 2次調

査の平安時代住居址は、大道上の一番西側に位置して

いる。この 2つの字名は、江戸時代より以前の古代の

東山道に由来するものである可能性もある。大道下遺

跡をはじめ、おなじく穂波地区にある丸谷地遺跡、古

間地区の一里塚遺跡など平安時代の集落の遺跡がこの

付近に多く分布することから、野尻湖の近くにあった

とされる「沼辺駅 (ぬ のへのうまや)」 と牟礼村の小

玉地区をむすぶ間のルー トとして、この大道下遺跡の

近くをほぼ北国街道の位置に一致して東山道が通って

いたと考えられる。



2)石器
Ⅲ 日向林 B遺跡

石鏃

1.発掘の概要                   1・ 2は 凹基の無茎石鏃である。 1は黒曜石製、 2
日向林 B遺跡は信濃町の古間地区の大字富濃の水穴  は珪質頁岩製である。

集落の西側の丘陵に位置する。平成 5年から 7年にか   二次加工のある剣片

けて上信越自動車道の新設、平成 6年度に個人住宅の   3は 黒曜石製の縦長景J片の先端部に微細な景J離痕の

建設で発掘調査がおこなわれている。         あるものである。石器の一部分であると思われるが、

今回の調査地は高速道より南側で、棚橋氏住宅地点  器種は不明である。

のす ぐ北側に位置する。竹内健二氏が住宅を建設する

ことになり、平成 8年 10月 16日 より25日 まで発掘がお   4.成 果

こなわれた。発掘調査は木造住宅の基礎 を掘る位置を   日向林 B遺跡竹内氏住宅地点の発掘調査では、おも

中心に、手掘 りで掘削した。              に縄文時代の出土品がえられた。早期 。前期 と後期の

土器があったが、量的には限られていて、また一括性

2.発掘地の地形・地質と遺物の出土状況      の乏しいものであった。今回は発掘面積が少なかった

竹内氏住宅地′点は、県道水穴 。古間 (停 )線の西側  こともあり、この地′点の考古学的な性格を十分反映 し

の丘陵の頂部にあり、標高651m付近にある。畑地 と  たものではないかもしれないが、遺跡の中心部からは

なっていた場所である。               少 し離れていたと判断できる。

発掘地付近には、厚いローム層が分布 してお り、後   近 くの棚橋氏住宅地点では、縄文時代早期末条痕文

期更新世の神山ローム層、野尻ローム層、および完新  系土器、前期前半の黒浜式併行の土器および後半の諸

世の相原黒色火山灰層がすべて風成層で分布 している  磯 a式の上器などが集中分布 し、また中世の集団墓地

ので、古 くから安定 した高台にあったことがわかる。  が確認されている。

発掘地の遺物包含層は、すべて最上位の柏原黒色火山

灰層である。

今回の調査では、77点 の遺物が出土 した。縄文時代

の上器 。石器、平安時代の土器などであり、遺物は散

在 し、遺構は確認されなかった。

3.出土遺物

1)縄文土器

出上した土器の総数は43点 である。縄文時代の早期、

前期、後期のものである。

早期末・条痕文土器 :

1・ 2は条痕文土器である。表裏両面に条痕がつけ

られている。褐色で、胎土には著 しく繊維を含む。器

壁は 9～ 10mmと 厚手である。

前期中葉・羽状縄文土器

3・ 4は 羽状縄文土器である。単節RLの原体 を用

いている。褐色で、胎土には濃褐色の細礫を多く含み、

器壁は 7～ 8 mmである。

後期・無文土器

5～ 10は粗製の無文土器である。10の底部には網代

圧痕がみられる。褐色で、器壁は 7 mmである。
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表 13 日向林 B遺跡出上の縄文土器一覧

時 期 文 様  ・  文様要素 繊 維 遺 物 番 号 備   考

1 早 期 末 条痕文系  条痕文 多 96HB― T42

2 96HB― T23

3
葉

∋前期。中嘲
羽状縄文  単節 96H B―T9(2),96HB― T10

4 96HB― T7 3、 4は 同一個体

5 後   期 無  文 96HB― T8

6 96HB― T37

7 96H B―T15

96H B―T57

96HB― T19 5～ 10は 同一個体 P

網代圧痕 (底部) 96HB― T13 底 部

表 14 日向林 B遺跡出上の石器一覧

名  称 石   材 遺物番号 長  さ 幅   厚 さ  重 量 41b  考

1 石 鏃 黒 曜 石 96HB― T56

珪質頁石 96H B―T55 13 1.0

二次加工のあるlml片 黒 曜 石 96HB― T67 10



Ⅳ 町内における試掘調査

1.杉久保遺跡

1)調査の概要

杉久保遺跡は信濃町野尻地区の野尻湖北岸に位置す

る。遺跡の中心部は、現在、町営駐車場のある湖岸付

近である。昭和37年 (1962)か ら40年 (1965)に かけ

て学術調査がおこなわれ、41年 (1966)年 には町営駐

車場の建設に先立って緊急調査がおこなわれたA地点

は、駐車場の一番北側の警察官野尻湖臨時交番所のす

ぐ湖側の付近である。平成 2年 (1990)年 には、駐車

場の北束の水田に公衆 トイレが建設されることになり

緊急調査がおこなわれた。

県道古間 (停 )野尻線の北側にある池田心一氏住宅

が建て替えられることになり、基礎工事にともない 9

月21日 から23日 、立合調査がおこなわれた。

2)調査結果

基礎部分で深さ約0.8mか ら1.5mを 調査 した。この

付近には完新世の柏原黒色火山灰層の下に後期更新世

の水成の野尻湖層が分布 している。上部野尻湖層以上

の地層からは、出土品はなかった。

2.上 ノ原遺跡 (駐在所予定地 )

1)調査の概要

上ノ原遺跡は、信濃町の柏原地区の字上ノ原から上

町にかけて位置する。遺跡の最南端にあたる住宅地で

駐在所が建て替えられることになり、11月 26・ 27日 に、

その予定地を手掘 りで試掘調査 した。

2)調査結果

この付近は完新世の柏原黒色火山灰層の下に、後期

更新世の風成の野尻ローム層が分布 している。調査地

では、中部野尻ローム層の上面まで発掘 したが、遺物

は一切確認できなかった。このため、この地点は遺跡

の中心部からははずれていることが判明した。

3.上ノ原遺跡 (町道予定地 )

1)調査の概要

上ノ原遺跡の北端にあたる大久保池に近いところで、

町道の建設の予定ができ、遺跡範囲に含まれるかどう

かの確認が必要になった。そこで、11月 27～ 29日 に、

その予定地を手掘 りで試掘調査 した。

2)調査結果

この付近は完新世の柏原黒色火山灰層の下に、後期

更新世の風成の野尻ローム層が分布 している。調査地

で上部野尻ローム層の最上部まで発掘 したところ、争」

片 2点が発見された。

ところが、あいに く急に大量の降雪にみまわれ、試

掘調査を続行することができなくなったので、遺物は

現地に残 し、調査 も次年度に繰 り越すこととした。遺

物があったことで、遺跡の範囲が従来の分布より北側

まで拡大することが判明したが、遺跡の詳細な範囲と

その規模については不明な′点が多く、問題′点として残

された。

7 黒褐色土

10赤褐色細粒火山灰層
9 明黒褐色シルト質土

2 暗褐色火山灰質シルト

7 濃灰褐色火山灰質シルト

25灰褐色火山灰質シルト

K:柏原黒色火山灰層  N:上部野尻湖層

図42 杉久保遺跡の地質

図41 杉久保遺跡立合調査地点
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V ま とめ

平成 8年度の大道下遺跡をはじめとする信濃町内の

遺跡発掘では、以下の点が明らかとなった。

1)大道下遺跡は、町内の富士里地区にあり、埋め

立て予定地 となったので、試掘調査をおこなった。そ

の結果、 3か所の遺物密集地が確認できた。丘陵端部

にあたるA区からは、平安時代の住居址 3軒が検出さ

れた。丘陵斜面のB区 では、大量の平安時代遺物が散

布 していたが、遺構は確認されなかった。湧水池と周

辺の低湿地のC区 には、平安時代住居址 1軒 と縄文時

代早期の土器密集地が確認された。今回の発掘地は、

一般的には遺跡のないところと思われる場所であり、

このような所から大量の遺物が出土したことは、今後

の遺跡保護の上で一石を投 じるものとなった。

2)大道下遺跡の縄文時代の遺物では、早期の押型

文土器が前半期のものと後半期のものが多くあったが、

とくに押型文末期の良好な一括性のある土器群がえら

れた。また、ほぼ近い時期の沈線文系土器の一群が出

土した。いづれも、縄文早期の土器編年上、重要な資

料である。

3)ま た、大道下遺跡の平安時代の住居址は、ほぼ

同一時期のもので、 9世紀後半のもので、信濃町の古

代遺跡としては初期の段階のものとしてとらえられる。

住居内からは、「石井」などと判読できる墨書土器が

9点出土した。

4)古間地区の日向林 B遺跡の調査地は、個人住宅

関連で、遺物は出土 したものの、遺跡の中心部からは

離れたところの可能性がある。
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図版 1
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図版 2

6 大道下遺跡 斜面部 (B区 )と 丘陵部 (A区 )
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図版 3
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図版 7

34‐,40

0        5 cm

早期 。押型文土器 山形文 (34-10)、 格円文 (48-62)

61

人道 卜遺跡の縄文土器 3



り町

争

人道 卜IL跡 |ア )おした li器 4 11月 1



▼　　　　　　̈

「
(●■■ 1

●
・120

O scm

大道下遺跡の縄文土器 5 早期・押型文土器

楕円文 (100、 104-112)、 柵状文 (113-121)、 特殊な格子日文 (122-128)、 綾杉状文 (129-136)



図版 10

瘍
膊

▼

¨

７

颯ザ

雌町 :・
■

159-168

大通 卜遺跡′)縄 え 11器 6 「デ期・川1性 1丈 11器 、11丈 11器

特殊拙1型 丈 (137 111)、 異種丈様並初l(112-16ド
'、

無 丈 11器 1lm



図版 11

鰊鮨晰

裏面

()

鳩重卜遠助ゼ)縄 丈 |:器 7 :I:り JJ・ ,t練 丈系 11器  (a)237 21`1、 (b)191-2{卜 )、 (C)211)-220、  1!1)

65



中　
■島

●●

‐  ●

購

“

2ゞ   Ч
0         5(口 |

煽亡卜遺跡・′)llL tt li器 ド 1lL期・

't線

丈系 11器  t(1だ 21 」:;6、 tCだ |ら 」55

イヽ
`ヤ



図版 13
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図版 16
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図版18
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Ⅵ 東裏遺跡 (バスストップ地点)

1.調査に至 る経緯

平成 9年開通の計画で上信越自動車道建設が進めら

れる中、その開通に合わせるように高速道の側道で信

濃町が拡張する部分 (町道役場大久保線)と 町道バス

ス トップ線、及びバスス トップ駐車場の建設が計画さ

れた。そのため、平成 8年の春から信濃町建設課 と協

議を重ね、町道役場大久保線の拡張部分については、

隣接地を調査 した長野県埋蔵文化財センターの調査結

果から遺跡が広がっていることが明らかであったため、

信濃町の単独事業 として発掘調査をおこなうこととし、

♪

う 」お

町道バスス トップ線とバスス トップ駐車場については

遺跡地図上、遺跡の範囲外になっていたため、遺跡の

有無を確認するための試掘調査 を実施することにした。

調査は町道拡幅に伴う調査と一連で実施したため、調

査期間は7月 25日 から10月 29日 という長期になったが、

この中で実質20日 程度をこの範囲の調査に当てた。

2.調査日誌抄

7月 25日 (木)日青れ

駐車場予定地の草刈りをおこなう。

7月 31日 (水)曇 り

町道バスストップ線に試掘用 トレンチを設定し、発

掘を開始する。

8月 1日 (木)晴れのち曇 り

駐車場予定地に試掘用 トレ

ンチを設定 し、発掘を開始す

る。

9月 6日 (金)曇 り

町道バスス トップ線及び駐

車場予定地の トレンチの発掘

を終了する。

10月 29日 (火 )晴れ

町道バスス トップ線及び駐

車場予定地の記録、及び撤収

を完了する。

3.調査の方法

町道バスス トップ線建設予

定地の調査前の状況は、軽自

動車一台が通れる程度の無舗

装の道路で、調査地よりも更

に奥の畑へ行 くための道路 と

して使用されていた。調査時

もその道路は使用されていた

ため現道部分は避け、拡幅す

る部分について lm× 3mを

基本に トレンチを設定 して発

掘 し、遺物が確認された場合、

遺物の広が りを確かめるため

に拡張するという方法をとる

ことにした。設定 した トレン

チは10ヶ 所である (図 48)。

駐車場の予定地は荒蕪地 と

なっていて、その中に lm幅

Ａ

学

†
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ぶ
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伊勢見山遺跡

ろ獣 谷:L‐

図46 東裏遺跡 (バスストップ地点)調査地の位置

図47 東裏遺跡 (バスストップ地点)調査地と周辺の地形



上信越 自動車道建設中

上信越 自動車道建設中

図48 試掘 トレンチの位置

の トレンチを7ヵ 所設置 した (図 48)。 2つ の地点の

調査対象面積は合わせて約1500m3で実際に試掘調査 を

おこなった面積は158m2で ある。なお、調査区域の呼

称は、町道役場大久保線の調査 と一体でおこなってき

た経緯から、役場大久保線の調査区を南からI～ Ⅳ区、

町道バスス トップ線の地点をV区、駐車場予定地の地

点をⅥ区とした。よって、ここではV区 とⅥ区の調査

成果のみを掲載する。

発掘はすべて手掘 りでおこなった。草が生えている

表土部分のみスコップを使用 したが、その下は移植 ゴ

テと草かき鎌を使用 して掘 り下げた。

4.発掘地の地形と層序

発掘地は東裏遺跡の北端の延長上にあり、西側の丘

―

m

陵地には上ノ原遺跡、東側の丘陵地には

大久保南遺跡がある (図 46)。 地形的に

はこのあたりで最 も低い場所になり、調

査地内では北から南に向かって緩やかに

傾斜 している (図 47)。

層序は図49、 50に 示 した。周囲に比べ

低い場所であることから、この地域でオ白

原黒色火山灰層と呼ばれる黒ボク土 (H

層)が厚 く堆積 している。色の違いによ

って分けられる地点についてはHa～ H
dに細分 した。遺物は旧石器時代から近

世のものまで、すべてこのH層の中から

出土した。Ⅳ層は褐色がかった粘土質の

層で、Ⅲ層はH層 とⅣ層の漸移層である。

Ⅲ層とⅣ層も色の違いで細分 した。Ⅲ層、

Ⅳ層は完全な風成層の地層と比べると不

鮮明であることから、水のたまりやすい

地域で、水の影響を受けやすい地層であ

ることがうかがえる。なお、Ⅲ層、Ⅳ層

から遺物は出土しなかった。

5。 遺物の出土状況

調査区内から遺構は検出できなかった。

遺物の分布はまとまりが見られず、平

面的には散漫な出土状況であった。また、

垂直分布についても面的には出土せず、

遺物間の位置に大きな上下の差が見られ

た。このような出土状況 と遺構が検出で

きなかったことなどから遺物の現地性は

低いと判断し、遺物は トレンチごとに一

括で取 り上げることにした。

6.出 土遺物 (図 51)

遺物は トレンチごとに一括で取 り上げ、総点数は約

60点であった。

1は無斑品質安山岩製の石刃を素材にしたナイフ形

石器である。先端及び基部の左側縁が欠損する。素材

の打面側を基部に用い、右側縁先端 と基部にそれぞれ

ブランティングが施されている。右側縁の腹面には、

背面のブランティングに先行する一回の平坦争J離が施

されている。基部の左側縁が欠損のため不明だが、そ

こにブランティングが施されていれば、杉久保型ナイ

フ形石器 と言える資料である。 2は珪質凝灰岩製のク

サビ形石器である。縦長景J片 を景J離 した残骸を素材 と

―
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Ⅲ
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図49 Ⅵ区の土層柱状図
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表15 主な出土遺物一覧 (石器)

表16 主な出土遺物一覧 (土器)

V― TR-7

Ш a

Ⅳ b

番 号 名 称 石材 遺物番号 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(mg) 備 考

l ナイフ形石署 An V oTR7 杉久保型 ?

クサビ形石審 VI・ TRl

剥 片 An VI・ TRl

剥片 Ob V oTR2 微細剥離痕有

石材凡例―An… 無斑品質安山岩、Sh…珪質凝灰岩、Ob・ …黒曜石

番 号 種 類 器 種 遺物番号 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 残存 備 考

黒色土器 碗 1/1。 TRl

磁器(染付) 皿 VI・ TRl

磁器(染付) 碗 VIoTRl
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してお り、上下両端には両極景J離による景J離痕が見ら

れる。 3は無斑品質安山岩製の余J片 で、左側面に自然

面を残す。 4は黒曜石製の縦長景J片 で、打面側に微細

な剥離痕が認められる。これらは後期旧石器時代の所

産 と考えられる。

5は 黒色土器の底部で、平安時代の所産 と考えられ

る。 6、 7は染付の磁器で、18世紀後半から19世紀の

中頃に製造されたものと考えられる。

7.ま とめ

遺跡の広が りの有無を調べるため、町道バスス トッ

プ線部分に10ヶ 所、駐車場予定地部分k7ヵ 所の トレ

ンチを設定 し、試掘調査 を実施 した。遺構は検出され

ず、遺物はH層の中から約60`点 が出土した。旧石器時

代から近世 までの遺物が散漫に出土する状況から、現

地性が低いと判断し、遺構がないことを考え合わせ、

本調査の必要はないと判断した。



ⅥI 東裏 遺 跡 (個人住 宅 地 点 )

1.調査に至 る経緯

平成 8年 7月 17日 に個人住宅の施工業者の照会を受

け、埋蔵文化財の保護協議をおこなった。建設予定地

の北側はかつて大規模に発掘調査を実施 した場所であ

ったため、今回の住宅建設予定地まで遺跡が広がって

いる可能性が高いと考えられ、整地及び基礎工事で掘

削する地点のみ発掘調査が必要 と判断し、施主の協力

を得て、発掘調査 を実施する運びとなった。

濶。∬

図52 東裏遺跡 (個 人住宅地
`点 )調査地の位置

図53 束裏遺跡 (個 人住宅地点)調査地と周辺の地形

2.調査日誌抄

7月 23日 (火)曇 りのち雨

基礎工事予定地を発掘開始。

7月 25日 (木)晴れ

遺物が多数出土 したことから、整地で掘削を予定 し

ている範囲まで調査地を拡張する。

8月 1日 (木)曇 り

遺物出土状況の写真撮影。

8月 5日 (月 )曇 り

平面図作成。遺物の取 り上げ。撤収。

r裏ノ山遺跡

3。 調査の方法

個人住宅建設に係る発掘調

査であることから、調査箇所

は工事で掘削する範囲のみと

し、発掘の深度も基礎工事に

よって掘削を予定 している深

さまでとした。調査の当初は

遺跡の状況確認を兼ね、基礎

工事で掘削を予定 している箇

所 を約60cm幅で発掘 した。

この時に遺物がまとまって出

土 した地点 (調査地の北西

側)は整地で掘削が予定され

ていたため、調査範囲を拡張

して面的な調査 をおこなった。

発掘は移植 ゴテと草かき鎌

を用い、すべて手掘 りでおこ

なった。

4.発掘地の地形と層序

発掘地は丘陵地の北から南

へ下る傾斜地の途中に位置 し

ている。東側および南側は畑

地が広が ってい る (図 52、

53)。 北側に特別養護老人ホ

ームおらが庵があるが、この

施設を建設する際に発掘調査

が実施され、旧石器時代 と縄

文時代 を中心 とした遺跡の広

が りが確認されている (未報

告 )。 基本層序は I層が表土、

H層 は暗褐色土 と暗黄褐色土

が混ざってお り、埋めた土で

基欝

Fh



ある可能性が高い。ⅡI層 は黄灰色のシル ト質の土で、

水の影響を受けながら堆積したと思われる (図 54)。

遺物はⅢ層上面とH層 中から出土している。

部 (一段低い側)は平坦になっていて、西側で小さな

ピットを 1基のみ検出した。また、この段差の外領1で

は外形の直径が約60cm、 底面の直径が約30cmの ピッ

トを 1基検出した。いずれも用途は不明である。遺物

はほとんどがこの段差の内部か ら出土 している (図

56)。 遺物はフイゴの羽日、鉄滓など鍛冶仕事に関係

するものと陶磁器類であることから、鍛冶場の遺構 と

いう見方ができるかもしれないが、火を使用 した痕跡

がほとんど残っていないことなどから、鍛冶場 とは断

定 していない。

6.出土遺物 (図 57、 58)

出土 した遺物は194点である。内訳はフイゴの羽口

が49点、磁器66点、陶器22点、鉄滓23′点、礫10点、古

銭 1点、その他23点である。

SP― B
°

晨;7000m

I:耕作土

Ⅱ:暗褐色土と暗黄褐色土が混ざる

粘性なし、しまり弱い

Ⅲ:黄灰色土(シルト質)

径 lcmの スコリアを含む

粘性ややあり、しまりあり硬い

図54 調査地の基本層序

5。 遺構 と遺物の出土状況

調査地の北西側で10cm前 後のわずかな段差による

方形の遺構の一角 を検出した (図 55)。 この段差の内
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図55 遺構の検出状況
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表17 主な出土遺物一覧 (フ イゴの羽口)

表18 主な出土遺物一覧 (磁器)

番号 遺存部分 遺物番号
外径
(cm)

内径
(cm)

重量

(g)
外 形 色  調

胎土
含有物

植物
繊維痕

備  考

1 フイゴ側 27、 31、 144 方形
胴部にぶい黄橙色

フイゴ側端部灰白色

シロ、アカ、

石英、角
有

フイゴ側 100、 104 1190 人角形
胴部灰黄褐色

フイゴ側端部にぶい橙色

シロ、アカ、

石英、角
有

フイゴ側 49、 50、 51、 181 520 方形
胴部灰褐色と

にぶい橙色が混在

シロ、アカ、

石英、角
有

完形 1220 完形
胴部灰黄褐色

炉側にぶい黄橙色

シロ、アカ、

石英、角
有

炉側端部は黒色のガラス

質部をもつ

炉 側 方形
胴部にぶい黄橙色

炉側黄橙色

シロ、アカ、

石英、角
有

鉄滓と結合し、気泡のある
黒色ガラス質部をもつ

炉側 76、 85、 96、 101、 169 円形 桐部浅黄橙色
アカ、石英

角
有

気泡のある黒色ガラス質部
をもつ

炉 側 円形
桐部外面浅黄橙色

桐部内面黄橙色

シロ、アカ、

石英、角
有

気泡のある黒色ガラス質部
をもつ

炉 側 円形 ?
胴部外面浅黄橙色

胴部内面浅黄橙色

シロ、アカ、

石英、角
有

気泡のある黒色ガラス質部
をもつ

炉側 33、 151 方 形
胴部橙色

炉側端部灰 白色

シロ、アカ、

石英、角
有

気泡のある黒色ガラス質部
をもつ

炉 側 方形
胴部浅黄橙色

炉側端部灰白色

シロ、アカ、

石英、角
有

炉側端部は被熱により灰
色に変色

胴 部 30、 48、 152、 153 方形
胴部灰褐色

胴部炉側にぶい黄橙色

シロ、アカ、

石英、角
有

炉側端部は被熱により灰
色に変色

凡例―シロ・…シロ岩片、アカ…アカ岩片、石英…石英、角…角閃石

番 号 器 種 遺物番号
口径
(cm)

底径
(cm)

器高
(cm)

残 存 備  考

皿 54、 55 2.7 蛇 の 目凹 形 高 台

皿 蛇の日凹形高台

皿 3.2

皿

1 蓋 表採

碗 67、 118、 159 半円形 見込有

碗 半円形 見込有

1 碗 75、 84、 105 端反形



フイゴー

コ可口

図59 フイゴと羽日の関係

フイゴ (輔)の羽回は、フイゴから炉 (火床)へ空

気を送 り込む時の送風管で、素焼きの土器である。信

濃町に残る鍛冶場の例 を参考にすれば図59の ように設

置されているものである。炉に面 した羽回の末端部は

高温になるが、冷めるとその末端部気泡のあるガラス

質の部分 と鉄 とが付着する。 5は特に付着物が厚 く、

かなり使い込まれていることがうかがえる。羽日の断

面の形状を見ると、円形のほかに角を丸 くした方形の

もの、角を面取 りしたために八角形をしているものが

ある。また、すべてのものに植物の繊維痕が観察され

ることから、製作の際に混和材 としてオ直物繊維を混入

したことがうかがえる。個別の観察内容は表17に示 し

た。これらが使用された時期については、羽日の形状

等からは推定できないが、共伴する磁器の年代等から

191士紀 と,考 えておきたい。

磁器 (染付)は主なものを図化 し、その特徴は表 18

に示 した。胎土や器形などから多くが伊万里焼 と考え

られ、製造時期が18世紀後半から19世紀中頃のものと

考えられる。

7.ま とめ

この遺跡の時期について考察する。ここでは図化を

していないが、磁器の中には型紙摺によって文様が付

けられた近代の遺物 も含まれている。出土した遺物は

面的な広が りをもって、まとまって出土 していること

から、これらは一時期に埋まった可能性が高いと考え

られる。こうしたことから、江戸時代の磁器を多く含

むものの、遺跡が形成された年代は19世紀後半 として

おきたい。

今回の調査により、江戸時代末から明治時代初めの

ころの鍛冶場に関係する資料を多数得ることができた。

信濃町は19世紀の初めから信州鎌の製造がさかんにな

り、以来、信州打刃物の産地 として今 もその産業が受

け継がれている。今回の調査では、この地域特有の歴

史的な特徴を示す資料を得ることができたことが大 き

な成果 と言えるだろう。



図版 21

束裏遺跡(個 人住宅)の発掘風景(調査開 人住宅)の 発掘風景(完掘時の清掃)

…

1磁 =ミ・1‐綴
東裏遺跡(個 人住宅)の遺物出t状況(遠景) 6東裏遺跡(個 人住宅)の遺物出上状況(近 景)

7東裏遺跡(個 人住宅)の フイゴの羽 日) 8東裏遺跡(個 人住宅)の 遺物(フ イゴの羽日と磁器)
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所収遺跡名

ハ、 り が な

所  在  地

コ ー  ド 1ヒ  糸専 東 経
調査期間

調査面積

m=
調査原因

市町村 1遺跡番号

大道下
長野県上水内郡信濃町

大字穂波字大道下
205834

36燿電

47う)
05矛少

138月電

13分

12秒

19960411-
19960731

10,061 試掘調査
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渤
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上 ノ原
長野県上水内郡信濃町

大字 柏 原字上町
205834

度
分

秒

138月電

12分

19秒

19961126～

19961127
試掘調査

東 裏
(パスストップ地,輔

町
の
濃

曖
信
九
裏

一
¨
¨
い

の
野

字

椰
長

大

度

分

秒

.138度

12分

19秒

19960725～

19961029
試掘調査

東 裏
(個人住宅地点)

町
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曖
信
男
裏

¨
¨
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の
野

字

が
長

大

36爆電

48づ)
18秒
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所収遺跡名 雅彗  男」 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

大道下 散布地 縄文時代

早期

前期

弥生時代

平安時代

近世

住居址  4軒

総出土′点数  10,322′点

縄文土器    2,405`点
石器      270`点
弥生土器     4点
平安時代土器  7,262`点

銭貨       3点

縄文時代早期の押型文～沈線文

系土器期の遺跡で、沢ぞいに分

布する。平安時代の 4軒の住居

址などから大量の土器が出土。

急傾斜地に確認され、遺跡分布
の上から特殊なケースがあるこ

とが判明した。

日向林 B 散布地 縄文時代 縄文土器     43′点

石器       3点
縄文時代の遺物が確認されたが、
遺跡の中心部からはずれていた

と判断される。

杉久保 散布地 旧石器時代

平安時代

出土品なし

上 ノ原 散布地 旧石器時代 出土品な し

東裏
(パ スストップ地点)

散布地 旧石器時代

平安時代

近世

ナイフ形石器

磁器 (染付)な ど60点

東裏
(個人住宅地点)

散布地 近世

近代

フイゴの羽口

磁器 (染付)な ど194′点

鍛冶場に関係する遺物が多数出
土 した。



表紙写真

左上   押型文土器 楕円文と複合山形文の組み合わせ

(異種文様並列 )

左下・右 沈線文系土器(C)櫛歯状工具による条線 と刺突

文

ともに縄文時代早期

信濃町の埋蔵文イヒ財

大道下遺跡 (4次 )ほか信濃町内遺跡

発掘調査報告書
――押型文土器。平安時代の遺跡――
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